
全教科共通して授業プレートを活用した導入
とまとめを行います。

※展開時は、アクティブラーニングやＩＣＴ を活用し
た授業により、分かる授業の実現
を目指しています。

玄洋メソッドを活用した授業とは…

はじめに

玄洋メソッド（GM）を活用した授業改善

シンプル クリア

ビジュアル シェア

ポイント１：共通の枠組みに沿った授業

☆振り返りを行う up‼

３
アップ❣

☆学習の見通しがたつ up‼

☆目標を明確化させる up‼

重
要
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項
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認

（導 入）目標の明示と流れの説明（5分）

（※展開）講義＋アクティブラーニング（40分）
（まとめ）振り返りを行う （5分）

〈先生の声〉 〈生徒の声〉１学期授業アンケートより

・玄洋メソッドでは、授業の流れを生徒が分かっているの
で、聞く時間と解く（話す）時間のメリハリがついた。

・電子黒板で動画などを見ながら授業を受けて、分かりや
すくて集中して取り組めたので、テストの点数が良くなった。

・授業の最初に「目標」と「流れ」を示してくれるので，内容
が分かりやすくなった。最後の「振り返り」で，また大事な
ことを言ってくれるので，大事なことが分かりやすい。

・授業ごとに目標を設定するので、教員側のねらいが明確
化しやすくその後のPDCAサイクルが機能しやすい。

玄洋高校では、ＩＣＴ機器を積極的に活用し「わかる」喜びと
達成感を感じさせる学習指導を行い、基礎・基本の定着と論
理的思考力・表現力の育成を図っています。
昨年度より、学校改革の一環として「玄洋メソッドを活用した
授業」をテーマとして全職員が一丸となって授業改善に取り組
んでいます。

本時のねらい
や発問を絞る。

視覚情報や具体物
を併用する。（授業
プレート、ＩＣＴ機器）

他者と話し合い、
発言内容を共有し、
互いを認め合う。

授業展開の道
筋を明確にする。

新
た
な
学
び

ポイント２：プレートを用いた授業

ポイント３：黒板とＩＣＴを併用した授業

〈２年生コミュニケーション英語Ⅱの様子〉

重要本時の目標 振り返り本時の流れ

従来の黒板の良さを残しつつ、電子黒板など
のＩＣＴを併用することで、学習内容がより理解
しやすくなります。

また、板書する時間が短縮されることにより、
空いた時間を深い学びのための時間に活用す
ることができます。

〈授業プレート〉

１学期授業アンケートの結果（一部抜粋）

〈ユニバーサルデザイン（ＵＤ）の視点〉

シェア

クリア

シンプル

ビジュアル

全教室に電子黒板設置により
今年度はさらに充実‼

「分かる授業」を実現するために、ユニバーサルデザイン
（ＵＤ）の視点（シンプル・クリア・ビジュアル・シェア）から以下の
３つのポイントを意識した授業を全教科共通で実践しています。

質問（１）授業に集中して取り組むことができている。

質問（２）授業の内容は分かりやすいと感じる。

①そう思わない ②あまりそう思わない ③やや思う ④思う
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